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                                  平成２０年５月１５日 

各  位 

 

                                             会 社 名   大 東 港 運 株 式 会 社 

                                             代表者名   代表取締役社長   曽  根  好  貞 

                                             (JASDAQ・コード番号： ９３６７)      

                                             問合せ先   取  締  役    中  丸  英  実 

                                            電話番号   ０３－５４７６－９７０１ 

 

 

平成２０年３月期 特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成２０年３月期において下記の特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 
また、平成１９年５月２３日付「平成１９年３月期決算短信」で公表した平成２０年３月期の業績予想を

下記のとおり修正いたします。 
 
１． 特別損失の発生およびその内容 
（連 結） 

（１） 訴訟解決に係る特別損失 
平成２０年５月１２日付「和解による訴訟の解決および特別損失の計上に関するお知らせ」にお

いて開示いたしました訴訟和解金６０百万円の計上に加え、当該訴訟に係る弁護士に対する訴訟費

用１１百万円を特別損失に計上いたします。 
（２） 減損損失 

当社連結子会社である大東港運（江陰）儲運有限公司（中国・江蘇省）の倉庫等について減損 
の兆候があり、回収可能性が認められないため３６百万円を減損損失として特別損失に計上いた

します。  
（個 別） 

上記の内（１）訴訟解決に係る特別損失（訴訟和解金６０百万円・訴訟費用１１百万円）を計上

いたします。 
 
２． 平成２０年３月期業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 
（１）修正内容 

（連 結）                                （単位：百万円） 
           売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ）  １５，８００       ８１０ ７４０  １３０ 

今 回 修 正 （Ｂ）  １５，７８９  ８０３ ７４８ １４ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）  △１１  △７  ８ △１１６ 

増    減    率  △０．１％      △０．９％       １．１％ △８９．２％ 

前  期  実  績     １５，７０５       ８１２        ７６０  ４４７ 
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（個 別）                               （単位：百万円） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （Ａ）  １５，１００ ７１０       ６５０         ８０ 

今 回 修 正 （Ｂ）  １５，０８５ ７５０ ７６９         ９７ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ）         △１５        ４０       １１９         １７ 

増    減    率      △０．１％       ５．６％      １８．３％       ２１．３％ 

前  期  実  績     １４，９４１       ７２４       ６７２  ３９５ 

 

（２）修正理由 
連結におきましては売上高・営業利益・経常利益については予想通り順調に推移いたしましたが、

当期純利益は上記の通り特別損失１０７百万円の計上（訴訟和解金６０百万円・訴訟費用１１百万

円・減損損失３６百万円）により前回予想を下回る見込みであります。 
 

   個別におきましては売上高は予想通り推移し、営業利益は予想に比べ収益性の高い通関業務が好調

だったこと、経常利益は予想に比べ子会社受取配当金が増加したことから特別損失７１百万円の計上

（訴訟和解金６０百万円・訴訟費用１１百万円）はありましたが当期純利益は前回予想を上回る見込

みであります。 
 
３．配当について 
   当期の利益配当金につきましては前回公表したとおり１株当たり期末配当７円（うち記念配当  

２円）を予定しております。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報と、当社が現時点で合理的 

と判断する一定の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因により 
予想数値と異なる可能性があります。 
 
 
 

以  上 


